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　日本の滝100選に選ばれている国立公園滑床渓
谷の雪輪の滝の上流には、冬の氷瀑が見事な大嵓
の滝があります。
　滑床渓谷は、春の新緑、夏の避暑、秋の紅葉、冬
の氷の滝など、四季折々に私たちを楽しませてく
れます。

松野町﹁大
おお

嵓
くら

の滝﹂
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全
国
過
疎
地
域
連
盟
第
56
回
（
令
和
5

年
度
第
2
回
）
総
会
が
、
11
月
13
日（
月
）

令
和
６
年
度
過
疎
関
係
予
算
・
施
策
を
要
望

　

11
月
13
日　
全
国
過
疎
地
域
連
盟（
令
和
５
年
度

　

第
２
回　

）総
会　

令和６年度過疎対策関係政府予算・施策に関する決議

　過疎対策については、昭和45年に制定された「過疎地域対策緊急措置法」以来、総合的な過疎対
策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げてきたと
ころである。
　しかしながら、人口減少や少子高齢化が急速に進んでいる過疎地域では多くの集落が消滅の危機
に瀕し、また、森林管理の放置による森林の荒廃や度重なる豪雨・地震等の発生による林地崩壊、
河川の氾濫など、このままでは地域を維持できなくなるような危機的な状況に直面している。
　過疎地域は、我が国の国土の過半を占め、豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であ
り、都市に対する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環境の保全、いやしの場の提供、災害
の防止、森林による地球温暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的機能は国民共有の財産であり、それは過疎地
域の住民によって支えられてきたものである。
　また、新型コロナウイルス感染拡大を機に、テレワーク等の普及により地方への移住が注目され、
過疎地域が再評価されるなど、国全体に対して過疎地域が果たしている役割は大きい。今後、国民
のライフスタイルが多様化する中、過疎地域と都市部との新たな交流が生み出され、過疎地域がそ
こに住み続ける住民にとって安心・安全に暮らせる地域として健全に維持されることは、同時に都
市をも含めた国民全体の安心・安全な生活に寄与するものである。
　令和₃年₄月に施行された「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」のもと、過疎地
域に指定された市町村及び経過措置が適用される特定市町村、並びに令和₂年国勢調査の結果を受
け令和₄年₄月に過疎地域として公示された追加市町村も含め、過疎地域に対する総合的かつ積極
的な支援を引き続き行い、住民の暮らしを支えていく政策を確立・推進することが重要である。
　よって、次の事項について特段の配慮を要請する。

　　記　　
　₁　地方交付税による財源保障機能の充実強化を図ること
　₂　過疎対策事業債の増額及び対象事業の拡充を図ること
　₃　地方創生のための財政支援の充実強化を図ること
　₄　過疎地域における人材の確保・育成と人口減少の克服を図ること
　₅　住民が安心・安全に暮らせる生活基盤を確立すること
　₆　過疎地域のデジタル化の推進とインフラ整備を図ること
　₇　地域資源を活用した産業の振興と新たな雇用を創出すること
　₈　集落対策と地域社会の活性化に対する支援を強化すること
　　以上、総意をもって決議する。
	 　　　　　　　一般社団法人全国過疎地域連盟　

に
東
京
・
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
関
係
者
多
数
が

出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
、阿
部
守
一
会
長（
長
野
県
知

事
）
が
挨
拶
を
述
べ
、
来
賓
の
鈴
木
淳
司

総
務
大
臣
、
谷
公
一
自
由
民
主
党
過
疎
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
山
本
博
司
公
明

党
過
疎
地
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
座
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

阿
部
会
長
の
議
長
に
よ
り
議
事
に
入
り
、

「
役
員
の
選
任
」、「
令
和
6
年
度
過
疎
対
策

関
係
政
府
予
算
・
施
策
に
関
す
る
決
議
・

要
望
に
つ
い
て
」（
別
掲
）、
等
を
原
案
の

と
お
り
決
定
し
た
。
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四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
連
絡
会
議
が
、
12
月
13
日（
水
）、

「
徳
島
県
自
治
会
館
」で
開
催
さ
れ
、
各
県

事
務
局
長
や
担
当
者
が
出
席
。
各
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

�

（
香
川
県
）

2　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て�

（
愛
媛
県
）

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
連
絡
会
議

�
� �

12
月
13
日 

徳
島
県
で
開
催

　

開
催
日　

令
和
6
年
9
月
24
日（
火
）

　

会　

場　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
松
山

　

参
加
者　

四
国
四
県
町
村
長
、
四
国
四

県
町
村
議
会
議
長

3　

職
員
出
張
時
の
日
当
の
取
扱
い
に
つ

い
て�

（
愛
媛
県
）

4　

職
員
が
飲
食
を
伴
う
意
見
交
換
会
に

出
席
し
た
際
の
負
担
種
別
に
つ
い
て

�

（
愛
媛
県
）

　

な
お
、
次
回
は
香
川
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

久
万
町
商
店
街
の
店
舗
や
民
家
の
軒
先

に
、
町
内
外
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
雛
人
形
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
飾
り
付
け
、
メ
イ
ン
会
場

の
「
あ
け
ぼ
の
座
」
に
は
、
雛
人
形
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
な
ど
約
2
，0
0
0
体
が
華
や
か

に
並
び
ま
す
。

◦
開
催
期
間
：
2
月
25
日（
日
）～

　
　
　
　
　
　

4
月
7
日（
日
）

◦
開
催
場
所
：
久
万
町
商
店
街

◦
入 

場 

料
：
メ
イ
ン
会
場
あ
け
ぼ
の
座

　

の
み
協
力
金
1
0
0
円

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

久
万
高
原
町
ま
ち
な
か
交
流
館

　

☎
0
8
9
2
-21
-2
0
1
5

久
万
高
原
町

第
10
回
く
ま
ま
ち
ひ
な
ま
つ
り
開
催

★
イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間
中
の
関
連
行
事

　「
く
ま
く
る
ま
る
し
ぇ
」

　

町
内
外
か
ら
出
店
者
が
集
ま
り
、
こ
だ

わ
り
の
グ
ル
メ
や
生
活
雑
貨
を
販
売
し
ま

す
。

◦
開
催
日
時
：
2
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

3
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

4
月
7
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

各
日
10
時
～
14
時

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
タ
ウ
ン
連
盟

　

☎
0
8
9
2
-21
-2
0
6
1
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「
中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害
共
済
事

務
連
絡
会
議
」
が
愛
媛
県
町
村
会
主
催
で
、

12
月
7
日（
木
）
松
山
市
「
大
和
屋
本
店
」

に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
町
村
会
及
び
中
国

四
国
各
県
町
村
会
事
務
担
当
者
22
名
が
出

席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
県
提
出
議
題
等
19
議
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次
期
開
催

県
を
広
島
県
と
決
定
し
閉
会
し
た
。

　

議
題
は
次
の
と
お
り
。

【
議　

題
】

　

各
県
提
出
議
題

Ⅰ　

全
国
自
治
協
会
関
係

　

1　

公
有
建
物
罹
災
に
つ
い
て
要
望

�

　
　
　
（
岡
山
県
）

　

2　

公
有
自
動
車
の
住
民
等
へ
の
貸
出

に
係
る
規
程
等
の
整
備
に
つ
い
て

�

　
　
　
　
（
広
島
県
）

Ⅱ　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
関
係

　

3　

生
協
継
続
申
込
書
に
つ
い
て

中
国
四
国
災
害
共
済
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

�

　
　
（
鳥
取
県
）

　

4　

生
協
承
継
組
合
員
手
続
き
に
つ
い

て�

　
（
岡
山
県
）

　

5　

生
協
継
続
申
込
書
に
つ
い
て

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
香
川
県
）

　

6　

生
協
契
約
管
理
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

の
改
善
に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

　

7　

生
協
共
済
契
約
関
係
用
紙
の
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ
で
の
提
供
に
つ
い
て

�

（
徳
島
県
）

　

8　

生
協
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
承
諾
書
発
行
に
つ	

い
て�

（
徳
島
県
）

　

9　

生
協
車
検
証
の
取
得
に
つ
い
て

�

（
鳥
取
県
）

　

10　

自
動
車
共
済
に
お
け
る
支
部
の
事

故
対
応
に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

　

11　

事
故
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

�

（
島
根
県
）

　

12　

各
都
道
府
県
町
村
会（
支
部
）事
故

担
当
者
一
覧
の
作
成
つ
い
て

�

（
愛
媛
県
）

Ⅲ　

全
国
町
村
会
関
係

　

13　

任
意
共
済
に
つ
い
て�
（
山
口
県
）

　

14　

災
害
対
策
費
用
保
険
に
つ
い
て

�

（
鳥
取
県
）

Ⅳ　

そ
の
他

　

15　

県
内
加
入
推
進
会
議
の
内
容
に
つ

い
て�

（
島
根
県
）

　

16　

災
害
共
済
関
係
事
業
の
加
入
推
進

に
つ
い
て�

（
愛
媛
県
）

　

17　

加
入
推
進
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の

作
成
に
つ
い
て�

（
島
根
県
）

　

18　

保
険
会
社
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

�

（
島
根
県
）

　

19　

全
国
町
村
会
か
ら
の
通
知
方
法
に

つ
い
て�

（
島
根
県
）

 

愛媛県イメージアップキャラクター 

みきゃん 
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内子町
ふるさと納税

豊かな自然の恵みと文化
人のぬくもりに囲まれた、穏やかで素朴な暮らし
帰りたくなる「ふるさと内子」を

いつまでも大切に、守り伝えていきたい

内子町ふるさと納税の詳しい情報はこちらから

内子町 ふるさと納税 検索
ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税 ふるなび
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募集詳細は
ホームページで

サダワン
www.sadamisaki-wv.com

　　 　　　　佐田岬ワンダービューコンペティション
　　 　　　　実行委員会（伊方町役場 観光商工課内） 

〒796-0301  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦1993番地1

主 催
日2024年 3月31日募集締切

佐田岬
動画コンペ作品募集

見たい・会いたい・感じたい 行きたくなるなる“ミサキ旅”
見る人を佐田岬半島へといざなう、「旅」をテーマにした動画を募集。

佐田岬半島であなたが出会う、絶景、グルメに、人間ドラマ。旅のテーマは人それぞれ、楽しみ方も人それぞれ。

動画の構成や手法は自由。佐田岬半島ならではの「旅」を、あなたらしい表現でご応募ください。

30万円 副賞 ： 海の見える旅館2泊3日ペア宿泊券賞
金グランプリ

準グランプリ 10万円 副賞 ： 佐田岬半島 海の幸 1箱賞
金

各2万円賞
金

ストーリー賞 ………… 副賞 ： 佐田岬産 紅まどんな（2kg）
ユニーク賞 …………… 副賞 ： 佐田三岬柑橘ジュース飲み比べセット
インパクト賞…………… 副賞 ： 佐田岬産柑橘ゼリー食べ比べセット

佳 作

撮りたくなるなる

40㎞。佐佐佐佐佐
画

﹇
第
5
回
﹈

募集
テーマ
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12
月
の
会
と
催
し

▽
7
日
＝
中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
8
日
＝
厚
生
労
働
省
第
1
7
2
回
社
会

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

▽
13
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
連
絡
会
議

▽
16
日
＝
第
42
回
障
が
い
者
福
祉
推
進
愛

媛
県
大
会

▽
21
日
＝
令
和
5
年
度
第
2
回
愛
媛
県
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

5
年
度
第
2
回
正
副
会
長
会

第
２
回
正
副
会
長
会

�
　
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
12
月
29

日
（
金
）
自
治
会
館
に
て
、
令
和
5
年
度

第
2
回
正
副
会
長
会
を
開
催
し
、
三
谷
会

長
（
砥
部
町
議
会
議
長
）、
久
保
副
会
長

（
内
子
町
議
会
議
長
）
が
出
席
し
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

【
協
議
事
項
】

　

⑴　

令
和
6
年
度
年
間
行
事
予
定
に
つ

い
て

　

⑵　

令
和
6
年
度
第
1
回
全
員
協
議
会

に
つ
い
て

　

⑶　

国
内
外
に
お
け
る
議
長
研
修
に
つ

い
て

編
集
後
記

　

令
和
6
年
3
月
6
日（
水
）に
台
湾
の
大

手
航
空
会
社
エ
バ
ー
航
空
の
松
山
―
台
北

線
が
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
週
に
2
往
復
（
水
・

日
）
で
、
桜
の
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る

令
和
6
年
3
月
20
日
～
4
月
30
日
ま
で
は
、

週
4
便
（
水
・
木
・
土
・
日
）
で
運
航
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
エ
バ
ー
航
空
松
山
―
台
北
線

を
利
用
し
て
台
湾
へ
出
か
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
4
月
よ
り
町
会
報
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年

と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
N
）

　
　

年
の
瀬
に
思
う

　
「
師
走
」、
何
故
か
こ
の
言
葉
を
耳
に
す

る
だ
け
で
誰
も
が
気
忙
し
く
な
り
、
も
う

「
年
の
瀬
」。
1
年
経
つ
の
が
や
た
ら
短
く

感
じ
て
し
ま
う
の
も
12
月
で
あ
る
。

　

世
界
中
が
“
ア
レ
”
で
な
く
、
あ
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
の
の
き
、
ふ
り
ま
わ

さ
れ
た
が
、
我
が
国
内
も
2
類
か
ら
5
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
騒
動
？

が
治
ま
り
落
ち
着
い
て
来
た
。
人
々
が
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
消
毒
に
詰
め
寄
ら
れ
、
マ

ス
ク
の
均
一
姿
か
ら
一
変
し
た
。
街
中
も

明
る
く
久
し
ぶ
り
に
賑
や
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
を
迎
え
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

年
の
締
め
括
り
と
し
て
有
り
難
い
。
し
か

し
、
眼
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
常
に
近

く
に
存
在
し
て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
12
月
、
国
内
の
政
治
世
界

は
何
と
な
く
ザ
ワ
ザ
ワ
と
騒
が
し
か
っ
た
。

誰
彼

4

4

の
責
任
追
及
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
選

ば
れ
た
人
は
、た
だ
自
我
を
捨
て「
初
心
の

志
」
に
戻
る
こ
と
が
一
番
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
選
び
支
持
し
た
側
も
こ
の
際
、
大
き

な
責
任
が
あ
る
こ
と
に
フ
タ
を
し
て
は
な

る
ま
い
。

　

令
和
5
年
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
米
大

リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
背
番
号
17
番
大

谷
翔
平
選
手
の
大
活
躍
が
め
ざ
ま
し
か
っ

た
。3
月
の
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
日
本
チ
ー
ム
を
優
勝
に

ひ
っ
ぱ
り
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
大
リ
ー

グ
で
の
投
打
「
二
刀
流
」
は
、
リ
ー
グ
の

最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る
な
ど
世
界
中
を

シ
ー
ズ
ン
に
止
ま
ら
ず
沸
か
せ
た
。
野
球

に
輿
味
の
な
い
人
ま
で
も
魅
力
を
感
じ
さ

せ
た
大
谷
選
手
。
天
性
の
持
分
で
あ
ろ
う

か
、
ま
だ
若
い
が
そ
の
「
生
き
方
」
な
り
、

そ
の
人
物
像
に
こ
れ
ほ
ど
の
好
感
度
を
持

た
せ
た
有
名
人
は
、
近
年
古
今
東
西
、
他

に
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
兎
に
か

く
一
口
で
言
え
ば「
良
い
人
」な
ん
で
あ
ろ

う
。
裏
を
返
せ
ば
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

で
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
移
籍
、
巨
額
契
約
で
あ

ろ
う
と
も
大
谷
選
手
に
嫉
妬
者
ゼ
ロ
ど
こ

ろ
か
、
ま
す
ま
す
そ
の
活
躍
を
願
う
人
が

大
勢
で
あ
る
。
し
か
も
野
球
界
外
の
人
達

も
大
谷
選
手
の
行
動
・
態
度
を
参
考
に
す

べ
き
所
が
、
多
々
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

次
に
、
今
年
の
将
棋
界
で
予
測
さ
れ
て

一

筆

い
た
藤
井
聡
太
8
冠
の
誕
生（
21
歳
1
月
）

は
、「
勝
負
め
し
」と
と
も
に
老
若
男
女
に

新
し
い
興
味
と
経
済
効
果
を
生
ん
だ
。
若

武
者
藤
井
棋
士
の
今
後
の
防
衛
戦
に
目
が

離
せ
な
い
。

　

こ
の
1
年
も
Ａ
Ｉ
の
進
歩
は
著
し
い
。

経
済
進
展
よ
り
も
一
歩
先
行
し
て
い
る
よ

う
な
展
開
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
だ
が
そ
の

導
入
を
誤
れ
ば
、
正
常
な
日
常
社
会
か
ら

反
転
、
フ
ェ
イ
ク
の
社
会
を
創
る
可
能
性

も
秘
め
て
い
る
。
既
に
戦
場
へ
侵
入
し
つ

つ
あ
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
時
期
に
あ

る
。Ａ
Ｉ
は
、何
を
置
い
て
も
人
を
豊
か
に

す
る
未
来
ヘ
の
夢
を
繋
ぐ
原
点
か
ら
、
離

脱
し
な
い
で
ほ
し
い
…
。

�

　
　
（
Ｔ
）

 

「
我
々
は
他
人
の
苦
痛
の
中
で
生
ま
れ
、

　

我
々
自
身
の
苦
痛
の
中
で
死
ん
で
ゆ
く
。」

　
　
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン

�

　

英
国
の
詩
人
）
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海
が
な
い
町
で
作
ら
れ
る

カ
ニ
を
超
え
た
？

﹁
カ
ニ
カ
マ
﹂

ふるさ
と納税

は

こちら
から！

ほぐし
身も

　　あ
るよ！

【楽天ふるさと納税】【ふるさとチョイス】 【ふるなび】

　松野町にあるキョクヨーフーズ株式会社は、国内トップク
ラスのシェアを誇るカニカマ工場です。
　カニカマの年間生産量は、世界全体で50万トン、日本で
は５万トンです。そのうちキョクヨーフーズ株式会社の工場
では、６千トンを製造しています。つまり、世界の１％以上
を生産していることになります！！
　ここで製造されたカニカマは、回転寿司チェーン店のすし
ネタやスーパーなどのお惣菜の原料として流通しており、消
費者の目に留まることが少ない、いわば幻の逸品でした。
　昨年９月、ふるさと納税の返礼品にラインナップされたこ
とをきっかけに、スーパーの店頭でも販売が始まり、皆さん
に身近な逸品になりました。

松野町


